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評価基準（該当欄に○等の印を付け、意見を記入してください。） 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込ま

れる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれ

るが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額

又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、人間の本性の進化的起源を明らかにするために、人間の近縁であるチンパンジー2種とその外

群としてのオランウータンなどを研究対象として、野外研究と実験研究を組み合わせた「比較認知科学」の

手法により、言語と利他性に焦点をあてた研究を推進するものである。 

本研究期間中に、①チンパンジーが協力して課題遂行できる一方で互恵的な利他行動は困難であること

を示唆する実験研究や、②チンパンジーの視線検出によって他者の心を理解することを実証した研究など、

すでに多数の研究成果が発表された。また、研究代表者だけではなく、若手研究者も含め研究組織全体で多

くの研究成果が上がっている点も高く評価できる。 

一方、ゲノム研究や「ウマ学」の提唱など、当初の研究計画を超えて、研究関心が広がっているものの、

それらの広範な研究関心が、有機的に「言語と利他性」の問題へと結合しているとは現状では言い難く、特

にウマ学は研究上の必要性を認めることができない。また、霊長類は他者や概念を扱いうる「言語」を有し

ているのかといった実証研究については、「利他性」の問題に関わる研究に比して得られた成果が少ないこ

とから、今後さらに深めていくことが期待される。 

なお、すでに多くの研究成果が発表されており、研究全体として順調に進展していると判断する。 

 


